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ここ数年、来日のたびに精力的に若い演奏家に音楽への取り組み方を伝えてきたペヌティエ。
指導者としての長年のキャリアに裏打ちされた鋭くもあたたかいレッスンは、多くのピアニストを虜にしてきました。

今回の来日でも、4月10日（水）に、トッパンホールで公開マスタークラスを開催します。
受講生や時間等の詳細は、決まり次第、WEBサイト等でご案内してまいります。乞うご期待！

公開マスタークラス、開催決定！

　2023年5月に開催した〈80歳アニヴァーサリーリサイタル〉で

ペヌティエは、これまでの人生で傾倒してきた作曲家への深い想い

を形にした。そこには優しくもあるが厳しくもあるペヌティエの

音楽と人間に対するメッセージが籠められていた。音楽家であると

同時に宗教家（ギリシャ正教の司祭でもある）、それ以前にひとりの

人間として80年、考え抜き、表現し、生きぬいた芸術家の想いと

生きざまが強く感じられた公演だった。その前回のプログラムで

ひとりだけ抜け落ちてしまったのが、ペヌティエの愛する天才

アマデウス。今回、そのモーツァルトと向き合うひと晩のコンサート

でもう一度トッパンホールの聴衆の前に立ってほしいとお願い

した。同時に彼の十八番である没後100年のフォーレを軸にした

プログラムを1つとも。それが叶って出来上がったプログラムが

今回の2公演。いまのペヌティエの心に最も近いであろう晩年の

シューベルトもたっぷりと聴け、ドビュッシーまで入ったペヌティエ

らしいリサイタルプログラムが完成した。

　演奏という行為が、ともすれば芸術性よりもスター性や商品価値

に重きが置かれるようになりがちな現代にあって、「音楽とは何

なのか」、「音楽で何ができるのか」を誰よりも強く感じ、考え、

伝えたいと願っているジャン=クロード・ペヌティエの2024年の

メッセージを聴き逃すことはできない。貴重な時間となるだろう。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　人がコンサートに求めるものは多種多様だ。華やかなスター性、

正確無比な演奏、単なる超絶技巧（と言ってもそれだけですでに驚異的

ではあるが）…。そんな類いのコンサートはおよそトッパンホールとは

縁遠い。それはトッパンホールが志向するものとズレているという

よりも、室内楽ホールとしての宿命、室内楽の枷という気がするが

いかがであろう。では「いま室内楽ホールでピアノを聴く至高の

喜びは？」と聞かれたら、みなさまはなんと答えるのだろう？

　いまの私なら、真っ先にペヌティエが弾くフォーレかシューベルト

が脳裡に浮かんでくる。演奏を聴きながら心なだめられ、やがて

静かに満ちていく…、演奏を聴きながら心の奥底から温かくなる

稀有な時間…。ペヌティエにはこれまでそんな体験を数多くさせて

もらった。コンサートに行って、人に優しくなれる！ そんな経験、

そんな想いを人に抱かせてくれる演奏家はそう滅多に出会わない。


